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The social welfare in OSAKA

申込みフォームから
お申込みください ▼

大阪市社会事業施設協議会事務局（経営委員会）
大阪市社会福祉協議会
大阪市福祉人材養成連絡協議会

11月8日（金）

大阪市社会福祉協議会 （担当：地域福祉課）
TEL 06-6765-5606
MAIL sisetsu-mail@sisetsukyo.osaka-sishakyo.jp

（大阪市北区大深町3-1）

社会福祉施設で働く若手職員が
業務内容、やりがい、魅力などをお伝えします！

オンライン参加も可能です！

福祉にちょっと
興味があるかも…

福祉って

どんな仕事？

令和6年

11月16日土 午後2時～4時

福祉以外を専攻している方の
参加も大歓迎！

（学校教員の参加も可能です）

来場者特典として
ギフト券（交通費相当）を
プレゼント！（申込先着30人）

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

の
親
が
集
ま
っ
た
時
の

雑
談
だ
と
い
う
。
大
災

害
が
起
こ
る
と
障
が
い
者
の
死
亡

率
が
健
常
者
の
2
倍
に
も
な
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
後
の
こ
と
▼
も

し
、
大
地
震
で
家
が
つ
ぶ
れ
て
、

天
井
が
落
ち
て
き
た
ら
、
身
を
挺

し
て
子
ど
も
を
守
れ
る
か
と
、
親

と
子
ど
も
の
関
係
を
試
す
よ
う
な

疑
問
が
出
て
き
た
と
い
う
▼
一
方

で
、
そ
う
し
て
親
だ
け
が
死
ん

で
、
自
立
し
て
い
な
い
子
ど
も
が

一
人
残
っ
た
ら
、
そ
の
方
が
か
わ

い
そ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

も
出
て
き
た
ら
し
い
▼
大
半
の
人

の
意
見
で
は
、
子
ど
も
だ
け
が
死

ん
だ
後
、
そ
れ
も
自
分
が
守
り
切

れ
な
く
て
子
ど
も
が
死
ん
だ
と
し

た
ら
、
子
ど
も
が
一
人
残
る
よ

り
、
も
っ
と
悲
惨
な
状
況
に
な
る

と
い
う
の
だ
▼
子
ど
も
の
た
め
に

生
き
ろ
、
自
分
を
犠
牲
に
し
て
も

子
ど
も
の
た
め
に
生
き
ろ
と
、
今

の
社
会
は
親
に
、
特
に
母
親
に
求

め
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
毎
日
だ

と
か
▼
夫
婦
で
も
恋
人
同
士
で
も

自
然
な
状
態
で
同
時
に
死
ね
る
こ

と
は
ま
ず
な
い
。
ど
ち
ら
か
が

残
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
先
に
死

ぬ
。
そ
ん
な
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
究
極
の
選
択
を
し
な
く
て
も
い

い
よ
う
に
、
大
災
害
時
の
障
が
い

者
の
安
全
を
守
る
対
策
を
急
が
ね

ば
▼
災
害
時
、
だ
れ
も
が
福
祉
の

対
象
に
な
る
と
い
わ
れ
る
が
、
障

が
い
者
は
さ
ら
な
る
ハ
ン
デ
ィ
を

負
わ
さ
れ
て
い
る
。

（
石
）

▲災害ボランティア参加者による活動後の集合写真（2回目の運行：9月14日）。1週間後、豪雨により撮影場所（輪島市災害たすけあい
センター）周辺も浸水被害を受け、現地では支援活動が継続されている。

若手職員から学ぶ
！

大学生
短期大学生
専門学校生
高校生
対 象福祉のおしごと

魅力発見ミーティング

社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会
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1 大阪の社会福祉　第833号（毎月1回発行） 82024年（令和6年）10月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
各
3

日
間
の
行
程
で
2
回
に
分
け
て

運
行
し
、
1
日
目
は
午
後
9
時

に
、
大
阪
市
天
王
寺
区
を
バ
ス

で
出
発
し
、
2
日
目
の
朝
7
時

に
宿
泊
所
に
到
着
し
、
輪
島
市

災
害
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

移
動
。
午
前・午
後
と
活
動
し
て
、

セ
ン
タ
ー
の
徒
歩
圏
内
に
あ
る

ホ
テ
ル
に
宿
泊
、
3
日
目
は
午

前
の
み
活
動
し
、
午
後
に
バ
ス

で
帰
阪
す
る
と
い
う
日
程
で
し

た
。

　
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

大
阪
市
内
在
住
・
在
勤
者
の
一

般
参
加
者
24
人
と
、
学
生
参
加
者

27
人
（
高
校
生
・
大
学
生
・
専
門
学

校
生
／
居
住
地
不
問
）。
往
路
の
バ

ス
車
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
動
機

を
共
有
し
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
初
め
て
参
加
す
る
の
で
、
で
き
る

こ
と
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
」

「
過
去
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
経
験
も
あ
り
、
輪
島
市
等
へ
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
募
集

を
見
つ
け
て
、
応
募
し
た
」
と
い
っ

た
声
の
ほ
か
、
石
川
県
に
ゆ
か
り
の

あ
る
参
加
者
か
ら
地
元
へ
の
熱
い
思

い
を
語
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
輪
島
市
災
害
た
す
け
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
、
商
業
施
設
の
駐
車
場
の
一

角
に
プ
レ
ハ
ブ
・
テ
ン
ト
等
で
設
置

さ
れ
、
輪
島
市
社
協
が
、
他
の
社
協

や
企
業
な
ど
の
関
係
団
体
か
ら
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
付
し
た
後
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
活
動
に
あ

た
っ
て
の
注
意
点
等
確
認
）
と
、
被

災
者
の
依
頼
事
項
を
も
と
に
マ
ッ
チ

ン
グ
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ッ

チ
ン
グ
で
は
、
活
動
者
を
5
〜
10
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
、
グ

ル
ー
プ
の
な
か
で
決
め
た
リ
ー
ダ
ー

が
活
動
先
の
被
災
者
宅
の
情
報
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
資
料
に
は
2
次

元
コ
ー
ド
が
付
い
て
お
り
、
ス
マ
ー

　
今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行

し
て
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
情
報
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
現
地

の
状
況
を
肌
で
感
じ
、
現
地
の
社
協

職
員
・
地
域
住
民
の
方
と
直
接
交
流

し
、
被
災
し
た
時
の
状
況
や
今
の
心

境
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
復
興
支
援
に
は
、
長
い

時
間
が
必
要
で
あ
り
、
被
災
さ
れ
た

方
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
そ
の
方

が
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
に
関
わ

る
こ
と
や
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
結

び
直
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
際
に
も
、
被
災

　
市
社
協
で
は
、
令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
支
援
と
し
て
、
近
畿
ブ
ロッ
ク
社
協
の一員
と
し
て
、
石

川
県
志
賀
町
（
1
月
28
日
〜
2
月
11
日
）、
七
尾
市
（
2
月
17
日
〜
6
月
30
日
）
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
派

遣
し
、
運
営
支
援
を
お
こ
なって
き
ま
し
た
。

　
石
川
県
内
で
は
、
引
き
続
き
支
援
が
求
め
ら
れ
る
状
況
の
な
か
、
発
災
当
時
震
度
7
を
観
測
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
輪

島
市
への
ボ
ラ
ン
テ
ィア
バ
ス
を
企
画
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィア
51
人
、
職
員
6
人
の
計
57
人
が
現
地
に
赴
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と
被
災
者
の

住
所
や
地
図
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
地

図
を
も
と
に
車
な
ど
で
活
動
先
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　
活
動
先
で
の
主
な
依
頼
内
容
は
、

個
人
宅
で
の
家
具
・
荷
物
の
移
動
、

自
宅
か
ら
仮
設
住
宅
ま
で
の
荷
物
の

運
搬
、
神
社
で
の
災
害
廃
棄
物
の
分

別
・
泥
出
し
、
朝
市
で
の
が
れ
き
の

な
か
に
埋
も
れ
た
貴
重
品
を
探
す
作

業
等
が
あ
り
ま
し
た
。
半
日
で
終
わ

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
複
数
回
の
継
続

し
た
活
動
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
し
た
。
活
動
後
は
セ
ン
タ
ー
に

戻
り
、
報
告
・
情
報
共
有
を
し
て
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
日
半
に
渡
る
活
動
を
終
え
、
帰

り
の
バ
ス
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
の
感
想
や
気
づ
き
を
共
有

し
ま
し
た
。

さ
れ
た
方
の
気
持
ち
を
ま
ず
考
え
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
引
率
職
員
一
同
、

改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
2
回
目
の
運
行
か
ら
1
週
間
後
、

「
令
和
6
年
奥
能
登
豪
雨
」（
9
月
21

日
災
害
救
助
法
適
用
）
が
発
生
し
、

石
川
県
内
で
は
、
輪
島
市
を
含
む
複

数
の
エ
リ
ア
で
浸
水
や
土
砂
災
害
、

断
水
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

市
社
協
で
は
、
大
阪
か
ら
で
き
る
被

災
地
支
援
と
し
て
、
災
害
義
援
金
も

含
め
引
き
続
き
、
大
阪
か
ら
で
き
る

支
援
活
動
を
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　令和6年1月1日に発生した能登半島地震及び令和6年9月大雨災害
によって被災された方々を支援することを目的に義援金を募集して
います。集めた義援金は、大阪府共同募金会を通じて中央共同募金
会へ送金し、被災状況に応じて按分して被災県に送金され、被災県内
の市町村を通じて被災者に配分されます。
　みなさんのあたたかいご支援、ご協力をお願いいたします。

※詳細については大阪市社協 総務課 06-6765-5601まで

月

▲帰りのバスのなかで思いや気づきなどを共有

▲午後9時に大阪市天王寺区をバスで
出発

▲活動先での活動（個人宅での災害廃棄物・家財の運び出し・整理、泥出し、神社で
の災害廃棄物の分別、朝市でのがれきのなかに埋もれた貴重品を探す作業など）　

▲活動に必要な資機材を受け取り、活
動先へ移動

▲活動終了後、センターに戻り、
活動報告

▲１日の活動をふりかえり、終了

▲活動終了後に依頼者の方と（9月8日）

▲オリエンテーションを受け、マッチング後、活動先が決定 ▲活動内容の補足説明を受け、ボランティア
のなかでリーダーを決める

▲地震発生から約9カ月経過してもなお倒壊したま
まの建物や隆起したままの道路状況（9月14日、
輪島市）

▲災害ボランティア参加者による活動後の集合写真（1回目の運行：9月8日）

■災害ボランティアバス行程
市社協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
、

輪
島
市
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

２
回
に
渡
っ
て
運
行

引
き
続
き
大
阪
か
ら

で
き
る
支
援
を

▲午前7時30分頃、輪島市内の宿泊
所に到着し、行程を確認

▲宿泊所からセンターへ徒歩移動

お疲れ様でした！
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で
あ
り
、
被
災
さ
れ
た

方
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
そ
の
方

が
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
に
関
わ

る
こ
と
や
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
結

び
直
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
際
に
も
、
被
災

　
市
社
協
で
は
、
令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
支
援
と
し
て
、
近
畿
ブ
ロッ
ク
社
協
の一員
と
し
て
、
石

川
県
志
賀
町
（
1
月
28
日
〜
2
月
11
日
）、
七
尾
市
（
2
月
17
日
〜
6
月
30
日
）
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
派

遣
し
、
運
営
支
援
を
お
こ
なって
き
ま
し
た
。

　
石
川
県
内
で
は
、
引
き
続
き
支
援
が
求
め
ら
れ
る
状
況
の
な
か
、
発
災
当
時
震
度
7
を
観
測
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
輪

島
市
への
ボ
ラ
ン
テ
ィア
バ
ス
を
企
画
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィア
51
人
、
職
員
6
人
の
計
57
人
が
現
地
に
赴
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と
被
災
者
の

住
所
や
地
図
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
地

図
を
も
と
に
車
な
ど
で
活
動
先
へ
向

か
い
ま
し
た
。

　
活
動
先
で
の
主
な
依
頼
内
容
は
、

個
人
宅
で
の
家
具
・
荷
物
の
移
動
、

自
宅
か
ら
仮
設
住
宅
ま
で
の
荷
物
の

運
搬
、
神
社
で
の
災
害
廃
棄
物
の
分

別
・
泥
出
し
、
朝
市
で
の
が
れ
き
の

な
か
に
埋
も
れ
た
貴
重
品
を
探
す
作

業
等
が
あ
り
ま
し
た
。
半
日
で
終
わ

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
複
数
回
の
継
続

し
た
活
動
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
し
た
。
活
動
後
は
セ
ン
タ
ー
に

戻
り
、
報
告
・
情
報
共
有
を
し
て
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
日
半
に
渡
る
活
動
を
終
え
、
帰

り
の
バ
ス
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
の
感
想
や
気
づ
き
を
共
有

し
ま
し
た
。

さ
れ
た
方
の
気
持
ち
を
ま
ず
考
え
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
引
率
職
員
一
同
、

改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
2
回
目
の
運
行
か
ら
1
週
間
後
、

「
令
和
6
年
奥
能
登
豪
雨
」（
9
月
21

日
災
害
救
助
法
適
用
）
が
発
生
し
、

石
川
県
内
で
は
、
輪
島
市
を
含
む
複

数
の
エ
リ
ア
で
浸
水
や
土
砂
災
害
、

断
水
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

市
社
協
で
は
、
大
阪
か
ら
で
き
る
被

災
地
支
援
と
し
て
、
災
害
義
援
金
も

含
め
引
き
続
き
、
大
阪
か
ら
で
き
る

支
援
活
動
を
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　令和6年1月1日に発生した能登半島地震及び令和6年9月大雨災害
によって被災された方々を支援することを目的に義援金を募集して
います。集めた義援金は、大阪府共同募金会を通じて中央共同募金
会へ送金し、被災状況に応じて按分して被災県に送金され、被災県内
の市町村を通じて被災者に配分されます。
　みなさんのあたたかいご支援、ご協力をお願いいたします。

※詳細については大阪市社協 総務課 06-6765-5601まで

月

▲帰りのバスのなかで思いや気づきなどを共有

▲午後9時に大阪市天王寺区をバスで
出発

▲活動先での活動（個人宅での災害廃棄物・家財の運び出し・整理、泥出し、神社で
の災害廃棄物の分別、朝市でのがれきのなかに埋もれた貴重品を探す作業など）　

▲活動に必要な資機材を受け取り、活
動先へ移動

▲活動終了後、センターに戻り、
活動報告

▲１日の活動をふりかえり、終了

▲活動終了後に依頼者の方と（9月8日）

▲オリエンテーションを受け、マッチング後、活動先が決定 ▲活動内容の補足説明を受け、ボランティア
のなかでリーダーを決める

▲地震発生から約9カ月経過してもなお倒壊したま
まの建物や隆起したままの道路状況（9月14日、
輪島市）

▲災害ボランティア参加者による活動後の集合写真（1回目の運行：9月8日）

■災害ボランティアバス行程
市社協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
、

輪
島
市
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

２
回
に
渡
っ
て
運
行

引
き
続
き
大
阪
か
ら

で
き
る
支
援
を

▲午前7時30分頃、輪島市内の宿泊
所に到着し、行程を確認

▲宿泊所からセンターへ徒歩移動

お疲れ様でした！

3 大阪の社会福祉　第833号（毎月1回発行） 22024年（令和6年）10月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



輪島市での災害ボランティア活動をふりかえって
　石川県輪島市へのボランティアバスに参加し、災害ボランティア活動をした方々から、当日活動した内容や活動を通し
ての気づきや思いを紹介します。

引率の社協職員の
皆さんが、安全に
活動するための声
かけ・体調面に気
を遣っていただき、
また時間管理や天
候による臨機応変
な対応、その他い
ろいろな面で気に
かけていただき、
安心して活動する
ことができました

震災発生当時の報道で見た家屋がまさにそのま
ま残されていて、発生から半年以上経つのにま
だまだ復興していない現状を知ることができま
した。私たちは1日半ほどしかお手伝いすること
ができなかったですが、輪島市に住んでいる方
はずっと家具の搬出や全焼した家屋の整理を続
けてこられたことを想像すると、未熟さを痛感
しました。私たちがこれからできることは何か
を考えて、石川県の情報を進んで調べていきた
いです

初めて災害ボランティアに参
加して、震災の惨状を目の当
たりにし、言葉にならない衝
撃を受けました。自分が今ま
で当たり前に暮らしていた街
や家が壊され、日常が奪われ
るってどれだけ辛かったろう
と思いました。災害はどこに
でも起こり得るものですし、
「何か遠くで起きてる大変な
ことやろう」みたいに、他人
事と思っていてはいけない
し、思いたくないと感じまし
た

地元の方々にお話を伺うと、
一見日常を取り戻されている
ように見えても、抱えきれな
いようないろいろな背景や辛
い思いを持たれていることを
痛感させられました。スー
パーに買い物に来られている
方々や店員さんたちもきっと
そうなのだろうと思うと何と
も言えない気持ちになりまし
たが、そうしたことも認識し
たうえで、大阪でできること
や続く交流など考えていきた
いと改めて思いました

実際現地に行って自分の目で見たこと、現地の被
災者の方からのお話を聞いて、テレビでは感じら
れない感情が湧き出てきました。地震発生から約
9ヶ月経った今でも、道路はガタガタで、また大
雨が降ると、昨日までは通れていた道も今日は通
れないなどということも多々あるそうで、現地に
行ってボランティア活動をするということは本当
に意味がありました。また、輪島市の実態をより
多くの人に届けていきたいです

　私自身、災害ボランティア活動
は今回が初めてで、また活動を
通じて、倒壊した建物や隆起し
た道路など、震災の爪痕がまだ
まだ多く残っており、それをリア
ルに見たのも初めてでした。
　活動内容は、個人宅での災害
廃棄物・家財の運び出し・整理・
運搬でした。災害ボランティア活
動では、災害ボランティアセンターでの支援ニーズと
のマッチングで、チーム編成をおこなうため、初対面の
方との作業でしたが、経験豊富な方もおり、教えていた
だきながら、作業に取り組むことができました。
　自然豊かで、素敵な石川の街並みがどうか復興でき

るように、支援の手が
少しでも多くの人に届
けられればと強く願
い、今回のボランティ
アで少しでも石川の
被災者の方々のお役
に立てていれば幸い
です。

一氏 大貴さん
（大学生）

　今までの人生で大きな災害が
身近で発生したことがなく、どこ
か他人事だった被災について真
剣に考えることができました。
　なかでも以前と意識が変わっ
たと思ったのが、復興という言葉
の意味です。以前までは、潰れた
家を建て替えて元の状態に戻す
ことが復興だと考えていました。
　しかし、今回の活動で被災された方の荷物の運び出
しや全壊住宅の整理を手伝うことで、ただ街並みが回
復することが復興ではなく、被災者の方が被災後にそ
れまでの生活と心の整理をつけることも復興のひとつ
だということに気が付きました。

　その整理には重機
の力ではなく、人手が
必要な場合も多く、ボ
ランティアとしてそう
いった部分から力にな
れることが分かったこ
とが大きかったと思い
ます。

大濵 伊都さん
（大学生）

　
市
社
協
は
９
月
４
日
に
、「
第
50
回

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
委
員

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
区
社
協
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
代
表
者
の
ほ
か
、

地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
、
社
会
福

祉
施
設
、
企
業
等

の
関
係
者
、
学
識

経
験
者
な
ど
11
人

の
委
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　
同
委
員
会
で
の

検
討
の
も
と
、
令
和

６
年
３
月
に
「
第
３

期 

大
阪
市
地
域
福

祉
活
動
推
進
計
画

（
令
和
６
〜
８
年
度

／
略
称
：
第
３
期

推
進
計
画
）」
を
策

定
し
、
４
月
か
ら
計

画
期
間
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
新
た
な

体
制
で
の
初
め
て
の

委
員
会
で
あ
り
、
第

３
期
推
進
計
画
を

推
進
し
て
い
く
に
あ

た
り
、
策
定
し
た
計

画
の
広
報
・
発
信

状
況
や
計
画
の
具

体
的
な
進
め
方
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
推
進
計
画
の
趣
旨
、
推
進
計
画
と

市
・
区
社
協
活
動
と
の
関
係
を
お
さ

え
た
う
え
で
、
市
社
協
と
各
区
社
協

が
推
進
計
画
に
基
づ
き
「
実
行
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
こ
と
、
数
値
に
よ
る

「
共
通
評
価
指
標
」
を
設
け
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。
計
画
の
取
組

み
状
況
を
評
価
す
る
に
あ
た
って
は
、

地
域
福
祉
の
取
組
み
は
単
純
に
数
値

で
図
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
や
区
ご
と

の
特
性
で
進
め
方
が
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
取
組
み
内
容
や
成
果
・

効
果
に
つ
い
て
の
「
質
的
評
価
」
と
と

も
に
、
今
回
新
た
に
数
値
に
よ
る
「
量

的
評
価
」
の
視
点
も
取
り
入
れ
、
そ

れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
く
仕

組
み
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
推
進
計
画
に
基
づ
き
市
社

協
と
各
区
社
協
が
策
定
す
る
「
実
行

計
画
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
計
画
の

項
目
ご
と
に
現
状
・
課
題
、
中
期
目

標
、
単
年
度
目
標
、
具
体
的
な
取
組

み
を
記
載
し
て
い
く
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
計
画
に
掲
げ
て
い

る
取
組
み
の
「
評
価
」
の
あ
り
方
の

ほ
か
、「
数
値
目
標
の
達
成
が
計
画

の
目
的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
も
そ

も
何
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
都
度
確
認
を
す
る
必
要
が
あ

る
」「
区
に
よ
っ
て
特
徴
が
異
な
る

た
め
、
各
区
共
通
、
あ
る
い
は
各
区

独
自
で
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」。ま
た
、「
本

委
員
会
以
外
に
も
各
区
の
実
行
計

画
の
進
捗
状
況
を
報
告
・
共
有
す
る

機
会
が
あ
る
と
、
刺
激
に
な
り
、
各

区
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

年 度

令和6年度
（計画1年目）

第50回推進委員会
第51回推進委員会

第52回推進委員会
第53回推進委員会

第54回推進委員会
第55回推進委員会

令和7年度
（計画2年目）

令和8年度
（計画3年目）

推進計画に関する動き 委員会に関する動き

・各種会議・関係先への計画の発信
・実行計画、数値による共通評価指標
に基づく進捗管理開始

・第3期推進計画の総括
・次期（第4期）計画の検討・策定

・中間年度として実行計画、評価指標
に基づく進捗状況・課題等の把握

【3年サイクル】
3年間の総括を
ふまえて
次期計画へ

■計画に位置付けた取組みに関する市・区社協における実行のサイクルについて
　（実行計画／数値による共通評価指標）

■計画期間（令和6～8年度）の推進イメージ

区社協の取組み

⑴ 見守り活動の推進
⑵ 居場所づくりの推進
⑶ 地域での話し合う場づくりの支援

⑴ ボランティア・市民活動、福祉教育の推進
⑵ こどもの居場所（こども食堂や学習の場、遊びの場等）の立上げ・継続の支援
⑶ 社会福祉施設による地域における公益的な活動の推進

⑴ 複合的な課題を抱えた人を支える相談支援体制の強化
⑵ 生活のしづらさを抱える人を支える取組み
⑶ 権利擁護支援の推進

住民・関係機関との協働による災害時に備えた体制づくり

1 小地域福祉活動の支援

2 参画・協働による地域づくり・場づくり

3 生活課題・福祉課題への対応

4 防災・災害への備え

市・区社協において推進・強化を
めざすテーマを計画に位置付け

1 -12

-22

市・区社協ごとに現
状・課題に応じて
「実行計画」を作成・
推進（質的評価） 3 市・区社協

による日々
の具体的な
事業推進、
支援の実施

4 推進状況を定
期的にふりかえ
る（共通シート
により実行計
画、数値を入力）

5 市全体で集約して
計画推進を評価
（実行計画、数値
を集約・共有）

数値による共通評価
指標について目標値
を定めて推進（量的
評価）

【単年度サイクル】
中間・年度末の

ふりかえりを評価して
次年度へ反映

（大学生）

（大学生） （50代女性）（50代男性）

（高校生）

いち うじ

参加者の声

市社協

第
３
期
推
進
計
画
が
始
ま
り
、こ
れ
か
ら
の

実
践
に
向
け
て
議
論

―

第
50
回 

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
委
員
会―

※実行計画について、年度ごとに中間ふりかえり、年間ふりかえりをおこなう

▲今年度から新たな任期（2年間）を迎え、新体制で第3期推進計画の推進について検討

5 大阪の社会福祉　第833号（毎月1回発行） 42024年（令和6年）10月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



輪島市での災害ボランティア活動をふりかえって
　石川県輪島市へのボランティアバスに参加し、災害ボランティア活動をした方々から、当日活動した内容や活動を通し
ての気づきや思いを紹介します。

引率の社協職員の
皆さんが、安全に
活動するための声
かけ・体調面に気
を遣っていただき、
また時間管理や天
候による臨機応変
な対応、その他い
ろいろな面で気に
かけていただき、
安心して活動する
ことができました

震災発生当時の報道で見た家屋がまさにそのま
ま残されていて、発生から半年以上経つのにま
だまだ復興していない現状を知ることができま
した。私たちは1日半ほどしかお手伝いすること
ができなかったですが、輪島市に住んでいる方
はずっと家具の搬出や全焼した家屋の整理を続
けてこられたことを想像すると、未熟さを痛感
しました。私たちがこれからできることは何か
を考えて、石川県の情報を進んで調べていきた
いです

初めて災害ボランティアに参
加して、震災の惨状を目の当
たりにし、言葉にならない衝
撃を受けました。自分が今ま
で当たり前に暮らしていた街
や家が壊され、日常が奪われ
るってどれだけ辛かったろう
と思いました。災害はどこに
でも起こり得るものですし、
「何か遠くで起きてる大変な
ことやろう」みたいに、他人
事と思っていてはいけない
し、思いたくないと感じまし
た

地元の方々にお話を伺うと、
一見日常を取り戻されている
ように見えても、抱えきれな
いようないろいろな背景や辛
い思いを持たれていることを
痛感させられました。スー
パーに買い物に来られている
方々や店員さんたちもきっと
そうなのだろうと思うと何と
も言えない気持ちになりまし
たが、そうしたことも認識し
たうえで、大阪でできること
や続く交流など考えていきた
いと改めて思いました

実際現地に行って自分の目で見たこと、現地の被
災者の方からのお話を聞いて、テレビでは感じら
れない感情が湧き出てきました。地震発生から約
9ヶ月経った今でも、道路はガタガタで、また大
雨が降ると、昨日までは通れていた道も今日は通
れないなどということも多々あるそうで、現地に
行ってボランティア活動をするということは本当
に意味がありました。また、輪島市の実態をより
多くの人に届けていきたいです

　私自身、災害ボランティア活動
は今回が初めてで、また活動を
通じて、倒壊した建物や隆起し
た道路など、震災の爪痕がまだ
まだ多く残っており、それをリア
ルに見たのも初めてでした。
　活動内容は、個人宅での災害
廃棄物・家財の運び出し・整理・
運搬でした。災害ボランティア活
動では、災害ボランティアセンターでの支援ニーズと
のマッチングで、チーム編成をおこなうため、初対面の
方との作業でしたが、経験豊富な方もおり、教えていた
だきながら、作業に取り組むことができました。
　自然豊かで、素敵な石川の街並みがどうか復興でき

るように、支援の手が
少しでも多くの人に届
けられればと強く願
い、今回のボランティ
アで少しでも石川の
被災者の方々のお役
に立てていれば幸い
です。

一氏 大貴さん
（大学生）

　今までの人生で大きな災害が
身近で発生したことがなく、どこ
か他人事だった被災について真
剣に考えることができました。
　なかでも以前と意識が変わっ
たと思ったのが、復興という言葉
の意味です。以前までは、潰れた
家を建て替えて元の状態に戻す
ことが復興だと考えていました。
　しかし、今回の活動で被災された方の荷物の運び出
しや全壊住宅の整理を手伝うことで、ただ街並みが回
復することが復興ではなく、被災者の方が被災後にそ
れまでの生活と心の整理をつけることも復興のひとつ
だということに気が付きました。

　その整理には重機
の力ではなく、人手が
必要な場合も多く、ボ
ランティアとしてそう
いった部分から力にな
れることが分かったこ
とが大きかったと思い
ます。

大濵 伊都さん
（大学生）

　
市
社
協
は
９
月
４
日
に
、「
第
50
回

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
委
員

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
区
社
協
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
代
表
者
の
ほ
か
、

地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
、
社
会
福

祉
施
設
、
企
業
等

の
関
係
者
、
学
識

経
験
者
な
ど
11
人

の
委
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　
同
委
員
会
で
の

検
討
の
も
と
、
令
和

６
年
３
月
に
「
第
３

期 

大
阪
市
地
域
福

祉
活
動
推
進
計
画

（
令
和
６
〜
８
年
度

／
略
称
：
第
３
期

推
進
計
画
）」
を
策

定
し
、
４
月
か
ら
計

画
期
間
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
新
た
な

体
制
で
の
初
め
て
の

委
員
会
で
あ
り
、
第

３
期
推
進
計
画
を

推
進
し
て
い
く
に
あ

た
り
、
策
定
し
た
計

画
の
広
報
・
発
信

状
況
や
計
画
の
具

体
的
な
進
め
方
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
推
進
計
画
の
趣
旨
、
推
進
計
画
と

市
・
区
社
協
活
動
と
の
関
係
を
お
さ

え
た
う
え
で
、
市
社
協
と
各
区
社
協

が
推
進
計
画
に
基
づ
き
「
実
行
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
こ
と
、
数
値
に
よ
る

「
共
通
評
価
指
標
」
を
設
け
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。
計
画
の
取
組

み
状
況
を
評
価
す
る
に
あ
た
って
は
、

地
域
福
祉
の
取
組
み
は
単
純
に
数
値

で
図
る
こ
と
が
難
し
い
側
面
や
区
ご
と

の
特
性
で
進
め
方
が
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
取
組
み
内
容
や
成
果
・

効
果
に
つ
い
て
の
「
質
的
評
価
」
と
と

も
に
、
今
回
新
た
に
数
値
に
よ
る
「
量

的
評
価
」
の
視
点
も
取
り
入
れ
、
そ

れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
く
仕

組
み
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
推
進
計
画
に
基
づ
き
市
社

協
と
各
区
社
協
が
策
定
す
る
「
実
行

計
画
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
計
画
の

項
目
ご
と
に
現
状
・
課
題
、
中
期
目

標
、
単
年
度
目
標
、
具
体
的
な
取
組

み
を
記
載
し
て
い
く
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
計
画
に
掲
げ
て
い

る
取
組
み
の
「
評
価
」
の
あ
り
方
の

ほ
か
、「
数
値
目
標
の
達
成
が
計
画

の
目
的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
も
そ

も
何
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
都
度
確
認
を
す
る
必
要
が
あ

る
」「
区
に
よ
っ
て
特
徴
が
異
な
る

た
め
、
各
区
共
通
、
あ
る
い
は
各
区

独
自
で
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」。ま
た
、「
本

委
員
会
以
外
に
も
各
区
の
実
行
計

画
の
進
捗
状
況
を
報
告
・
共
有
す
る

機
会
が
あ
る
と
、
刺
激
に
な
り
、
各

区
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

年 度

令和6年度
（計画1年目）

第50回推進委員会
第51回推進委員会

第52回推進委員会
第53回推進委員会

第54回推進委員会
第55回推進委員会

令和7年度
（計画2年目）

令和8年度
（計画3年目）

推進計画に関する動き 委員会に関する動き

・各種会議・関係先への計画の発信
・実行計画、数値による共通評価指標
に基づく進捗管理開始

・第3期推進計画の総括
・次期（第4期）計画の検討・策定

・中間年度として実行計画、評価指標
に基づく進捗状況・課題等の把握

【3年サイクル】
3年間の総括を
ふまえて
次期計画へ

■計画に位置付けた取組みに関する市・区社協における実行のサイクルについて
　（実行計画／数値による共通評価指標）

■計画期間（令和6～8年度）の推進イメージ

区社協の取組み

⑴ 見守り活動の推進
⑵ 居場所づくりの推進
⑶ 地域での話し合う場づくりの支援

⑴ ボランティア・市民活動、福祉教育の推進
⑵ こどもの居場所（こども食堂や学習の場、遊びの場等）の立上げ・継続の支援
⑶ 社会福祉施設による地域における公益的な活動の推進

⑴ 複合的な課題を抱えた人を支える相談支援体制の強化
⑵ 生活のしづらさを抱える人を支える取組み
⑶ 権利擁護支援の推進

住民・関係機関との協働による災害時に備えた体制づくり

1 小地域福祉活動の支援

2 参画・協働による地域づくり・場づくり

3 生活課題・福祉課題への対応

4 防災・災害への備え

市・区社協において推進・強化を
めざすテーマを計画に位置付け

1 -12

-22

市・区社協ごとに現
状・課題に応じて
「実行計画」を作成・
推進（質的評価） 3 市・区社協

による日々
の具体的な
事業推進、
支援の実施

4 推進状況を定
期的にふりかえ
る（共通シート
により実行計
画、数値を入力）

5 市全体で集約して
計画推進を評価
（実行計画、数値
を集約・共有）

数値による共通評価
指標について目標値
を定めて推進（量的
評価）

【単年度サイクル】
中間・年度末の

ふりかえりを評価して
次年度へ反映

（大学生）

（大学生） （50代女性）（50代男性）

（高校生）

いち うじ

参加者の声

市社協

第
３
期
推
進
計
画
が
始
ま
り
、こ
れ
か
ら
の

実
践
に
向
け
て
議
論

―
第
50
回 

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
委
員
会―

※実行計画について、年度ごとに中間ふりかえり、年間ふりかえりをおこなう

▲今年度から新たな任期（2年間）を迎え、新体制で第3期推進計画の推進について検討

5 大阪の社会福祉　第833号（毎月1回発行） 42024年（令和6年）10月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



西成区

住之江区

中央区

に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
で
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）
年
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
対
策
基
本
法
が
施
行

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
法
律
で
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
と
は
、

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
（
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
公

営
競
技
、
パ
チ
ン
コ
屋
に
係
る

遊
戯
そ
の
他
の
射
幸
行
為
：
射

幸
行
為
と
は
、
偶
然
得
ら
れ
る

成
功
や
利
益
を
あ
て
に
す
る
こ

と
を
さ
す
。
）
に
の
め
り
込
む
こ

と
に
よ
り
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
状

態
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
基
本
法
に
基
づ
く
基
本

施
策
と
し
て
、
①
教
育
の
振

興
、
②
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

の
予
防
の
実
施
、
③
医
療
提
供

体
制
の
整
備
、
④
相
談
支
援
、

⑤
社
会
復
帰
の
支
援
な
ど
が
あ

る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
問

題
は
、
依
存
症
の
人
や
そ
の
家

族
だ
け
の
問
題
と
す
る
の
で
は

な
く
、
社
会
的
な
課
題
と
し
て

捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な

支
援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
が
あ
る

事
件
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

は
、
基
本
的
に
「
病
」
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
依
存
症
と
な
っ

て
い
る
方
々
に
対
し
て
は
、
専
門

的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

は
、
あ
る
特
定
の
人
だ
け
が
な

る
「
病
」
で
は
な
く
、
普
通
の
人

で
も
、
場
合
に
よ
り
、
な
り
う
る

「
病
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
令
和
2
年
度
の
「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
障
害
お
よ
び
ギ
ャ
ン
ブ
ル
関

連
問
題
の
実
態
調
査
」
報
告
書

に
よ
る
と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
関
し

て
問
題
が
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ

る
者
の
比
率
は
、
男
性
全
体
の

3
・
7
%
、
女
性
全
体
の
0
・

7
％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
パ
チ

ン
コ
や
競
馬
な
ど
の
公
営
競
技

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
依
存

症
者
が
増
加
し
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
の

問
題
が
20
〜
30
歳
代
の
若
年
層

　
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報
セ

ン
タ
ー
は
9
月
9
日
、「
福
祉
の
今

を
知
る
！
大
阪
市
内
の
福
祉
活
動
の

実
践
報
告
会
〜
同
心
会
研
究
　
受

賞
論
文
よ
り
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
大
阪
市
社
会
福
祉
研
究
」

は
、
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
に

携
わ
る
団
体
や
個
人
が
お
こ
な
っ
た

研
究
活
動
の
成
果
を
募
集
し
、
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
約

60
人
が
参
加
し
、基
調
講
演
に
続
き
、

同
研
究
誌
46
号
（
令
和
5
年
12
月
発

行
）
に
掲
載
さ
れ
受
賞
し
た
実
践
者

か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
講
師
を
務
め
た
今
井
紀

明
さ
ん
は
、
平
成
24
年
に
Ｎ
Ｐ
О
法

人
Ｄ
×
Ｐ
を
設
立
し
、
経
済
的
困
窮
、

家
庭
事
情
な
ど
で
孤
立
し
や
す
い
10

代
が
頼
れ
る
先
を
つ
く
る
べ
く
、
関

係
団
体
と
実
践
し
て
き
た
こ
と
を
も

と
に
し
な
が
ら
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談「
ユ

キ
サ
キ
チ
ャ
ッ
ト
」
や
通
信
・
定
時

制
高
校
で
の
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
授
業
、
グ
リ
下
（
大
阪
有
数
の

繁
華
街
で
あ
る
道
頓
堀
の
グ
リ
コ
の

看
板
下
）
で
の
活
動
な
ど
、
10
代
の

声
を
聴
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
相
談
支
援

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
井
さ
ん
に
よ
る
と
、
相
談
者
の

な
か
に
は
、
ひ
と
り
で
は
解
決
で
き

な
い
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、
保
護
者

に
頼
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
背
景
に

は
虐
待
を
受
け
て
い
る
、
あ
る
い
は

家
族
を
介
護
し
て
い
る
、
ま
た
、
経

大阪市における社会福祉に関する研究および
実践活動の奨励を目的として、昭和58年12月
に発足。同会では、研究誌「大阪市社会福祉
研究」に掲載された研究論文から優秀作品を
選び、「研究奨励賞」などを授与しています。

「
今
井
紀
明
が
挑
む
！
社
会
課
題
の
解
決
へ
」

　
　
　
〜
グ
リ
下
に
集
ま
る
若
者
の
現
状
か
ら
〜

﹇
講
師
﹈
認
定
N
P
O
法
人
D
×
P
理
事
長
　今
井 

紀
明
さ
ん

済
的
な
事
情
も
あ
り
、
単
一
的
な
課

題
だ
け
で
な
く
、
身
体
や
精
神
、
金

銭
面
等
の
課
題
も
絡
み
合
い
、
若
者

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
届
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、グ
リ
下
に
集
ま
る
若
者
は
、

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
等
で
家
庭
に
居
場
所
が

な
く
孤
立
す
る
若
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介

し
て
つ
な
が
り
集
ま
っ
て
い
る
と
い

う
現
状
や
、
風
俗
街
も
あ
っ
て
、
若

者
が
性
搾
取
や
犯
罪
に
つ
な
が
り
や

す
い
問
題
も
あ
り
、
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
を
家
族
や
学
校
に
相
談
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、さ
ら
に
居
場
所
を
失
い
、

課
題
が
複
合
的
に
重
な
り
解
決
し

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
商
店
街
の
関
係
者
と

も
連
携
し
て
、
令
和
4
年
８
月
か
ら

グ
リ
下
の
近
く
に
フ
リ
ー
カ
フ
ェ
を

試
験
的
に
設
置
し
、
集
ま
る
若
者
の

声
を
聞
き
、
集
ま
っ
た
課
題
か
ら
、

令
和
５
年
６
月
に
「
ユ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
」
を
創
設
し
、
繁
華
街
の
新
し

い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て

い
け
る
よ
う
、
壁
の
装
飾
や

T
i
k
T
o
k
の
撮
影
室
な
ど
を
若

者
た
ち
と
一
緒
に
意
見
を
出
し
な
が

ら
内
装
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
井
さ
ん
は
「
私
た
ち
も
い
ろ
い

ろ
と
積
み
あ
げ
、
こ
ど
も
た
ち
の
支

援
の
仕
組
み
が
よ
う
や
く
で
き
て
き

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
若
者

た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
た

め
、
ご
寄
附
で
も
人
材
で
も
何
か
の

形
で
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ

う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
引
き
続
き
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

［報告者］西成区社会福祉協議会　橋口 風伍

［報告者］SALive実行委員会　樋原 裕二さん

［報告者］中央区役所　柴田 大樹さん

　西成区社協として、区内の1地域へ職員が出向いておこなうニーズ収集
の方法について、コロナ禍以前と以後で転換して取り組んできたことの発
表がありました。
　従来は区社協として、地域会館において、週2回、なんでも相談窓口を開
設していましたが、相談件数は平均して月に1件という状態でした。そこ
で、新プロジェクトとして、なんでも相談窓口を地域のふれあい喫茶と同時
開催（月1回）とし、区社協職員と地域活動者による、地域で気になる方についての情報交換の場の
開催、いきいき百歳体操やふれあい喫茶等の居場所への参加を通じた情報収集、区社協内での
情報共有を強化したことについて報告しました。
　最後に結果として、橋口地域支援担当主事は「対応する職員の人員は減らしながらも、地域に
出向く回数は維持し、相談件数の微増につながった。また、各事業の目的を各職員が理解し、必要

な情報を共有することで、省力化しながらも、社協総体としての活動の発展
につながっている」と話しました。
　今後に向けて、「地域のニーズと特性に応じた実践内容へと整理をした
ことや、地域活動者との情報交換をおこなったことで成果につながったこと
から、相談窓口開設に限らず、今後も状況に適した実践へと改善していきます」
とまとめました。

　住之江区内在住・在勤者の有志で結成したSALive実行委員会は、福祉の立場から勉強会・講演会の開
催や地域防災訓練への参画を通じて、これまでの防災の取組みへさまざまな提言や啓発をおこなってきま
した。そうした取組みから、「災害弱者」「要援護者」への配慮という視点をもって区の防災に取り組むこと
の大切さと難しさをふまえ、これまでの実践内容や今後の課題について報告がありました。
　樋原さんは、「これまでの活動や令和3年度に障がい者や高齢者、子育て中の親などの当事者の方、過去
に災害や被災地支援を経験した方々へ実施したインタビューをもとに、障がい者、高齢者、こども、外国人
等の『災害弱者』『要援護者』の立場に立った防災の取組みや備えの大切さと難しさが改めて明らかになりまし
た」と話しました。
　「町会加入率の低下や担い手の高齢化など、地域につながりをもつ住民が少なくなってきている現状では、町会役員や防災リー
ダーだけで考えたり対応したりするには限界があります。加えてコロナ禍によって避難所でのコロナ対応まで求められるようになった
ことで、『災害弱者』『要援護者』への配慮がますます遠ざかってしまうことが懸念される。だからこそ、地域と『災害弱者』『要援護者』、
その両者を仲介する『橋渡し役』が必要とされるのであり、SALive実行委員会はそれを自認してきたつもりであるSALive実行委員会
は小さな集まりではあるが、このような集まりは大阪市内では珍しいこともあり、メンバーの募集をしつつ、活動を継続していきたい」と
まとめました。

　中央区で令和5年度からの地域福祉ビジョン（区における地域福祉の理念や目標、方針などを共有するも
の）策定にあたり、広く住民や地域団体等への浸透をめざし大幅にリニューアルし、「やさしい日本語版」
「多言語版」を作成したことについて報告がありました。
　柴田さんは、「課題として、区役所内でも、地域住民や団体でも、同じビジョンが認知度が高いものでな
かったことや相当なボリュームの行政文書であったことから、親しみやすく、広く見聞きしていただけるもの
をめざし、リーフレット型の概要版の作成、『SDGs地域福祉』『HAPPY CHUO』等のキャッチコピーの設定、
十分な地域特性の反映などをおこないました。また、中央区では人口約11万人のうち、1万人近くが外国籍
住民でもあるため、『やさしい日本語版』『多言語版』を作成しました。聴覚障がい者用の音声読みあげデータも中央区役所ホーム
ページにアップしています」と話しました。
　また、「認知度を高めるための取組みとして、中央区内のさまざまな分野の会議・集まり、中央区福祉シンポジウム等で広報周知を
おこなっています。また、翻訳アプリ・トリオフォン（三者通話電話）等を活用した、外国籍住民に対する相談体制と支援体制の強化
も図っています。中央区の地域福祉推進は、区役所だけで取り組めることではないため、区民の皆様やさまざまな関係団体・組織と
ともにすすめ、みんなが幸せな中央区をみんなでめざしていきたい」とまとめました。
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大阪市西成区社会福祉協議会におけるニーズ収集方法の
再検討について

報告 1

住之江区における福祉の視点からみた防災の取組み
～SALive（さらいぶ）実行委員会の活動報告

報告 2

中央区地域福祉ビジョンにおける
やさしい日本語版と多言語版の作成について

報告 3

大阪の社会福祉　第833号（毎月1回発行） 67 2024年（令和6年）10月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



西成区

住之江区

中央区

に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
で
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）
年
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
対
策
基
本
法
が
施
行

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
法
律
で
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
と
は
、

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
（
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
公

営
競
技
、
パ
チ
ン
コ
屋
に
係
る

遊
戯
そ
の
他
の
射
幸
行
為
：
射

幸
行
為
と
は
、
偶
然
得
ら
れ
る

成
功
や
利
益
を
あ
て
に
す
る
こ

と
を
さ
す
。
）
に
の
め
り
込
む
こ

と
に
よ
り
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
状

態
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
基
本
法
に
基
づ
く
基
本

施
策
と
し
て
、
①
教
育
の
振

興
、
②
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

の
予
防
の
実
施
、
③
医
療
提
供

体
制
の
整
備
、
④
相
談
支
援
、

⑤
社
会
復
帰
の
支
援
な
ど
が
あ

る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
問

題
は
、
依
存
症
の
人
や
そ
の
家

族
だ
け
の
問
題
と
す
る
の
で
は

な
く
、
社
会
的
な
課
題
と
し
て

捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な

支
援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
が
あ
る

事
件
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

は
、
基
本
的
に
「
病
」
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
依
存
症
と
な
っ

て
い
る
方
々
に
対
し
て
は
、
専
門

的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

は
、
あ
る
特
定
の
人
だ
け
が
な

る
「
病
」
で
は
な
く
、
普
通
の
人

で
も
、
場
合
に
よ
り
、
な
り
う
る

「
病
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
令
和
2
年
度
の
「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
障
害
お
よ
び
ギ
ャ
ン
ブ
ル
関

連
問
題
の
実
態
調
査
」
報
告
書

に
よ
る
と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
関
し

て
問
題
が
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ

る
者
の
比
率
は
、
男
性
全
体
の

3
・
7
%
、
女
性
全
体
の
0
・

7
％
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
パ
チ

ン
コ
や
競
馬
な
ど
の
公
営
競
技

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
依
存

症
者
が
増
加
し
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
の

問
題
が
20
〜
30
歳
代
の
若
年
層

　
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報
セ

ン
タ
ー
は
9
月
9
日
、「
福
祉
の
今

を
知
る
！
大
阪
市
内
の
福
祉
活
動
の

実
践
報
告
会
〜
同
心
会
研
究
　
受

賞
論
文
よ
り
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
大
阪
市
社
会
福
祉
研
究
」

は
、
大
阪
市
社
会
福
祉
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
に

携
わ
る
団
体
や
個
人
が
お
こ
な
っ
た

研
究
活
動
の
成
果
を
募
集
し
、
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
約

60
人
が
参
加
し
、基
調
講
演
に
続
き
、

同
研
究
誌
46
号
（
令
和
5
年
12
月
発

行
）
に
掲
載
さ
れ
受
賞
し
た
実
践
者

か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
講
師
を
務
め
た
今
井
紀

明
さ
ん
は
、
平
成
24
年
に
Ｎ
Ｐ
О
法

人
Ｄ
×
Ｐ
を
設
立
し
、
経
済
的
困
窮
、

家
庭
事
情
な
ど
で
孤
立
し
や
す
い
10

代
が
頼
れ
る
先
を
つ
く
る
べ
く
、
関

係
団
体
と
実
践
し
て
き
た
こ
と
を
も

と
に
し
な
が
ら
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談「
ユ

キ
サ
キ
チ
ャ
ッ
ト
」
や
通
信
・
定
時

制
高
校
で
の
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
授
業
、
グ
リ
下
（
大
阪
有
数
の

繁
華
街
で
あ
る
道
頓
堀
の
グ
リ
コ
の

看
板
下
）
で
の
活
動
な
ど
、
10
代
の

声
を
聴
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
相
談
支
援

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
井
さ
ん
に
よ
る
と
、
相
談
者
の

な
か
に
は
、
ひ
と
り
で
は
解
決
で
き

な
い
よ
う
な
問
題
を
抱
え
、
保
護
者

に
頼
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
背
景
に

は
虐
待
を
受
け
て
い
る
、
あ
る
い
は

家
族
を
介
護
し
て
い
る
、
ま
た
、
経

大阪市における社会福祉に関する研究および
実践活動の奨励を目的として、昭和58年12月
に発足。同会では、研究誌「大阪市社会福祉
研究」に掲載された研究論文から優秀作品を
選び、「研究奨励賞」などを授与しています。
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井
紀
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挑
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！
社
会
課
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解
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」
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グ
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下
に
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ま
る
若
者
の
現
状
か
ら
〜
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紀
明
さ
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済
的
な
事
情
も
あ
り
、
単
一
的
な
課

題
だ
け
で
な
く
、
身
体
や
精
神
、
金

銭
面
等
の
課
題
も
絡
み
合
い
、
若
者

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
届
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、グ
リ
下
に
集
ま
る
若
者
は
、

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
等
で
家
庭
に
居
場
所
が

な
く
孤
立
す
る
若
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介

し
て
つ
な
が
り
集
ま
っ
て
い
る
と
い

う
現
状
や
、
風
俗
街
も
あ
っ
て
、
若

者
が
性
搾
取
や
犯
罪
に
つ
な
が
り
や

す
い
問
題
も
あ
り
、
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
を
家
族
や
学
校
に
相
談
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、さ
ら
に
居
場
所
を
失
い
、

課
題
が
複
合
的
に
重
な
り
解
決
し

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
商
店
街
の
関
係
者
と

も
連
携
し
て
、
令
和
4
年
８
月
か
ら

グ
リ
下
の
近
く
に
フ
リ
ー
カ
フ
ェ
を

試
験
的
に
設
置
し
、
集
ま
る
若
者
の

声
を
聞
き
、
集
ま
っ
た
課
題
か
ら
、

令
和
５
年
６
月
に
「
ユ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
」
を
創
設
し
、
繁
華
街
の
新
し

い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て

い
け
る
よ
う
、
壁
の
装
飾
や

T
i
k
T
o
k
の
撮
影
室
な
ど
を
若

者
た
ち
と
一
緒
に
意
見
を
出
し
な
が

ら
内
装
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
井
さ
ん
は
「
私
た
ち
も
い
ろ
い

ろ
と
積
み
あ
げ
、
こ
ど
も
た
ち
の
支

援
の
仕
組
み
が
よ
う
や
く
で
き
て
き

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
若
者

た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
た

め
、
ご
寄
附
で
も
人
材
で
も
何
か
の

形
で
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ

う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
引
き
続
き
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

［報告者］西成区社会福祉協議会　橋口 風伍

［報告者］SALive実行委員会　樋原 裕二さん

［報告者］中央区役所　柴田 大樹さん

　西成区社協として、区内の1地域へ職員が出向いておこなうニーズ収集
の方法について、コロナ禍以前と以後で転換して取り組んできたことの発
表がありました。
　従来は区社協として、地域会館において、週2回、なんでも相談窓口を開
設していましたが、相談件数は平均して月に1件という状態でした。そこ
で、新プロジェクトとして、なんでも相談窓口を地域のふれあい喫茶と同時
開催（月1回）とし、区社協職員と地域活動者による、地域で気になる方についての情報交換の場の
開催、いきいき百歳体操やふれあい喫茶等の居場所への参加を通じた情報収集、区社協内での
情報共有を強化したことについて報告しました。
　最後に結果として、橋口地域支援担当主事は「対応する職員の人員は減らしながらも、地域に
出向く回数は維持し、相談件数の微増につながった。また、各事業の目的を各職員が理解し、必要

な情報を共有することで、省力化しながらも、社協総体としての活動の発展
につながっている」と話しました。
　今後に向けて、「地域のニーズと特性に応じた実践内容へと整理をした
ことや、地域活動者との情報交換をおこなったことで成果につながったこと
から、相談窓口開設に限らず、今後も状況に適した実践へと改善していきます」
とまとめました。

　住之江区内在住・在勤者の有志で結成したSALive実行委員会は、福祉の立場から勉強会・講演会の開
催や地域防災訓練への参画を通じて、これまでの防災の取組みへさまざまな提言や啓発をおこなってきま
した。そうした取組みから、「災害弱者」「要援護者」への配慮という視点をもって区の防災に取り組むこと
の大切さと難しさをふまえ、これまでの実践内容や今後の課題について報告がありました。
　樋原さんは、「これまでの活動や令和3年度に障がい者や高齢者、子育て中の親などの当事者の方、過去
に災害や被災地支援を経験した方々へ実施したインタビューをもとに、障がい者、高齢者、こども、外国人
等の『災害弱者』『要援護者』の立場に立った防災の取組みや備えの大切さと難しさが改めて明らかになりまし
た」と話しました。
　「町会加入率の低下や担い手の高齢化など、地域につながりをもつ住民が少なくなってきている現状では、町会役員や防災リー
ダーだけで考えたり対応したりするには限界があります。加えてコロナ禍によって避難所でのコロナ対応まで求められるようになった
ことで、『災害弱者』『要援護者』への配慮がますます遠ざかってしまうことが懸念される。だからこそ、地域と『災害弱者』『要援護者』、
その両者を仲介する『橋渡し役』が必要とされるのであり、SALive実行委員会はそれを自認してきたつもりであるSALive実行委員会
は小さな集まりではあるが、このような集まりは大阪市内では珍しいこともあり、メンバーの募集をしつつ、活動を継続していきたい」と
まとめました。

　中央区で令和5年度からの地域福祉ビジョン（区における地域福祉の理念や目標、方針などを共有するも
の）策定にあたり、広く住民や地域団体等への浸透をめざし大幅にリニューアルし、「やさしい日本語版」
「多言語版」を作成したことについて報告がありました。
　柴田さんは、「課題として、区役所内でも、地域住民や団体でも、同じビジョンが認知度が高いものでな
かったことや相当なボリュームの行政文書であったことから、親しみやすく、広く見聞きしていただけるもの
をめざし、リーフレット型の概要版の作成、『SDGs地域福祉』『HAPPY CHUO』等のキャッチコピーの設定、
十分な地域特性の反映などをおこないました。また、中央区では人口約11万人のうち、1万人近くが外国籍
住民でもあるため、『やさしい日本語版』『多言語版』を作成しました。聴覚障がい者用の音声読みあげデータも中央区役所ホーム
ページにアップしています」と話しました。
　また、「認知度を高めるための取組みとして、中央区内のさまざまな分野の会議・集まり、中央区福祉シンポジウム等で広報周知を
おこなっています。また、翻訳アプリ・トリオフォン（三者通話電話）等を活用した、外国籍住民に対する相談体制と支援体制の強化
も図っています。中央区の地域福祉推進は、区役所だけで取り組めることではないため、区民の皆様やさまざまな関係団体・組織と
ともにすすめ、みんなが幸せな中央区をみんなでめざしていきたい」とまとめました。
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大阪市西成区社会福祉協議会におけるニーズ収集方法の
再検討について

報告 1

住之江区における福祉の視点からみた防災の取組み
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報告 2

中央区地域福祉ビジョンにおける
やさしい日本語版と多言語版の作成について
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The social welfare in OSAKA

申込みフォームから
お申込みください ▼

大阪市社会事業施設協議会事務局（経営委員会）
大阪市社会福祉協議会
大阪市福祉人材養成連絡協議会

11月8日（金）

大阪市社会福祉協議会 （担当：地域福祉課）
TEL 06-6765-5606
MAIL sisetsu-mail@sisetsukyo.osaka-sishakyo.jp

（大阪市北区大深町3-1）

社会福祉施設で働く若手職員が
業務内容、やりがい、魅力などをお伝えします！

オンライン参加も可能です！

福祉にちょっと
興味があるかも…

福祉って

どんな仕事？

令和6年

11月16日土 午後2時～4時

福祉以外を専攻している方の
参加も大歓迎！

（学校教員の参加も可能です）

来場者特典として
ギフト券（交通費相当）を
プレゼント！（申込先着30人）

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

の
親
が
集
ま
っ
た
時
の

雑
談
だ
と
い
う
。
大
災

害
が
起
こ
る
と
障
が
い
者
の
死
亡

率
が
健
常
者
の
2
倍
に
も
な
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
後
の
こ
と
▼
も

し
、
大
地
震
で
家
が
つ
ぶ
れ
て
、

天
井
が
落
ち
て
き
た
ら
、
身
を
挺

し
て
子
ど
も
を
守
れ
る
か
と
、
親

と
子
ど
も
の
関
係
を
試
す
よ
う
な

疑
問
が
出
て
き
た
と
い
う
▼
一
方

で
、
そ
う
し
て
親
だ
け
が
死
ん

で
、
自
立
し
て
い
な
い
子
ど
も
が

一
人
残
っ
た
ら
、
そ
の
方
が
か
わ

い
そ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

も
出
て
き
た
ら
し
い
▼
大
半
の
人

の
意
見
で
は
、
子
ど
も
だ
け
が
死

ん
だ
後
、
そ
れ
も
自
分
が
守
り
切

れ
な
く
て
子
ど
も
が
死
ん
だ
と
し

た
ら
、
子
ど
も
が
一
人
残
る
よ

り
、
も
っ
と
悲
惨
な
状
況
に
な
る

と
い
う
の
だ
▼
子
ど
も
の
た
め
に

生
き
ろ
、
自
分
を
犠
牲
に
し
て
も

子
ど
も
の
た
め
に
生
き
ろ
と
、
今

の
社
会
は
親
に
、
特
に
母
親
に
求

め
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
毎
日
だ

と
か
▼
夫
婦
で
も
恋
人
同
士
で
も

自
然
な
状
態
で
同
時
に
死
ね
る
こ

と
は
ま
ず
な
い
。
ど
ち
ら
か
が

残
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
先
に
死

ぬ
。
そ
ん
な
選
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
究
極
の
選
択
を
し
な
く
て
も
い

い
よ
う
に
、
大
災
害
時
の
障
が
い

者
の
安
全
を
守
る
対
策
を
急
が
ね

ば
▼
災
害
時
、
だ
れ
も
が
福
祉
の

対
象
に
な
る
と
い
わ
れ
る
が
、
障

が
い
者
は
さ
ら
な
る
ハ
ン
デ
ィ
を

負
わ
さ
れ
て
い
る
。

（
石
）

▲災害ボランティア参加者による活動後の集合写真（2回目の運行：9月14日）。1週間後、豪雨により撮影場所（輪島市災害たすけあい
センター）周辺も浸水被害を受け、現地では支援活動が継続されている。

若手職員から学ぶ
！

大学生
短期大学生
専門学校生
高校生
対 象福祉のおしごと

魅力発見ミーティング

社会福祉
法　　人 大阪市社会福祉協議会
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